
尾道市立向東小学校

改善計画

7月 1月

担当部

・レディネステスト，形成的評
価を生かした教え直しサイクル
の実施

８９%
１％

92%
１％

108% A

・単元末テスト及び学期末テストにおける６５％以上の通過率，３０％未
満の通過率ともに，年間を通じて目標値を達成した。また，単元末テスト
で定着できていない内容を継続的に指導することで定着が図れた。
・３０％未満の児童が全校で数名おり，特に中学年において低位層が多
い。

〇

・分からなくても取り組む辛抱強さを身に付けさ
せることも大切である。直ぐに諦める，白紙で解
答するなどの無いよう，逃げない姿勢を育んで欲
しい。
・教師の負担を増やさないためにも，学校の主旨
に同意して学習ボランティアに参加してくださる
方を確保していく。ボランティアを集めることは
容易なことではないが，子どもの変容に喜びが見
いだせれば，賛同者が集まると思う。
・配慮が必要な児童は，さらに少人数を対象にし
た学習が大切である。

・ぐんぐんタイムでは，単元末テスト等で定着が
不十分な内容を重点的に復習させる。教員の複数
配置を行ったり，学習支援ボランティアの支援を
受けたりすることで，個への指導ができる時間を
増やす。
・３０％未満の定着が図れていない児童について
は，個別に分析を行う。極端に定着しにくい分野
がある等の特別な配慮が必要な児童に対して，具
体的な指導の工夫を行う。

・家庭学習の徹底 ー 50.9 102% A

・家庭学習の提出率については，年度当初より２ポイントアップしてお
り，家庭学習徹底の取組が少しずつつながってきている。
・標準学力調査の結果において，全校での偏差値が国語・算数ともに５０
を超えることができた。昨年度との比較においても＋1.3ポイントと上昇
した。第2学年と第3学年は昨年度より偏差値が下がっており，国語・算
数ともに５０に達していない。

〇

・”できた！楽しい！やってみよう！”というサ
イクルで，学習支援を行っているが，家庭に課題
がある児童には，地域のサポートが必要だと痛感
した。
・児童自身に到達度を考えさせ，それに対してど
こまで努力できたかを自己評価させてもいいと思
う。自分の目標をもとに結果を振り返らせるのも
よいと思う。
・宿題が多いと学ぶ意欲も低下し，学ぶ楽しさを
実感できないので，宿題なしで思いっきり遊ぶ日
があってもいいのではないかと思う。

・家庭学習については，家庭学習の大切さを考え
させたり，分かる楽しさ，頑張ってよかったと思
えるような経験をさせたりする。
・1時間1時間の授業を大切にし，ゴールを明確
にするとともに，一人一人がゴールを達成できる
よう，徹底してやり切らせる。特に第2学年・第
3学年については，残り1か月で当該学年の学習
内容を定着できるよう徹底させる。

・主体的な学びに関する
児童アンケートの肯定的
回答

＋１０ポ
イント

＋8.1ポ
イント

(5･6年）

＋11.7
ポイン

ト
117% A

・カリキュラム・マネジメントを行ったことは，単元を通して児童の主体
　的学びを生起させることに有効であった。
・課題解決に向けて，自分なりの考えをもつことや，その考えを伝える手
段が十分に身に付いていない児童がいる。

〇

・教材研究により，興味や関心を持つ児童を増や
して欲しい。
・自分の学びを，自己評価させることが，良いと
思うし，ぜひ習慣化していくことを期待する。

・今年度の開発単元は来年度も継続する。算数科
に研究教科を絞り，授業の質を向上させるととも
に，各学年2本の単元開発を行う。

・評価問題の単元前後に
おける正答率の比較

＋１０ポ
イント

＋24.3ポ
イント

（3･5･6
年）

＋23.1
ポイン

ト
231% A

・克服させたい各種学力調査の課題を念頭に置いて，単元開発を行うこと
は，単元全体を通して課題解決のための手立てや指導方法を考えることが
できる為，有効であった。
・基礎的・基本的な学力の定着が不十分で，自分の考えをもつことができ
にくい児童がいる。

〇

・教職員の負担にならないよう学校支援ボラン
ティアを活用しながら推進していただきたい。
・最終的には，自分を意識できることが大切であ
る。少しでも自分の考えが持てるような手引きが
出来れば良い。

・ステップタイム・ぐんぐんタイムについて，実
施内容を月計画で作成し，徹底した指導を行う。

・時間を守る

・始業前，大休憩後にお
いてベルスタートができ
た児童の割合 90% 93% 92% 103% A

・児童アンケートの結果，９２％だった。
・みんなが気持ちよく過ごすために，ベルスタートの徹底と挨拶を行うと
いう行動を一人一人が心がけられるよう，各クラスでの担任からの声か
け，児童会活動における月目標等で取り組みを行ってきた。アンケート結
果から，ベルスタートが十分できていないと感じている児童が８％いた。
次の授業の準備をして（見通しをもって）休憩をする習慣が未定着な児童
がいる。

〇

・目的意識を育み，進学しても主体的に考えて判
断し，行動できる児童を育てて欲しい。
・人間関係構築においても，時間を守ることは大
切な要素の1つである。さらに，挨拶はコミニュ
ケーションの基本である。ほとんどの子どもが挨
拶が出来るようになったことは，大変喜ばしいこ
とである。

・学習規律の基本ルールを4月に徹底し，6月ま
でに定着させる。

・校内から校外へ広げる挨拶活
動

・校内で自ら挨拶ができ
た児童及び登下校中に地
域の方に自ら挨拶できた
児童の割合

80% 90% 90% 112% A

・児童アンケートの結果，９０％だった。
・アンケート結果から，挨拶をしていると答えた児童がほとんどであっ
た。児童会が主となって，「あいさつレベルカード」を作成し，挨拶のレ
ベルを見える化したとともに，児童会の挨拶運動を定期的に行うなどした
ことから，立ち止まって挨拶できる児童が増えてきた。しかし，自己評価
が甘い児童もおり，教師評価とのずれがある。日常の挨拶の様子において
も，声が小さく相手意識をもって挨拶ができていない児童はどの学年にも
数名いる。

〇

・あいさつの励行を定着させるには，家庭との連
携が必要だと考える。ＰＴＡと協働で，保護者の
意識改革を進めてもらいたい。
・ほとんどの子どもが自分からの挨拶ができるこ
とは，本当に素晴らしい。世の中には，挨拶すら
出来ない大人が沢山いる。声の大きさもあるかも
知れないが，最低限相手に聞こえる声で挨拶をし
てほしいと思う。

・児童会の挨拶運動を定期的に行う。
・児童会で作成した「挨拶のレベルカード」を活
用しながら，指導を継続する。
・教職員が挨拶のモデルを示す。

・異学年交流活動（縦割
り掃除・ロング休憩・給
食・行事等）に係る児童
アンケート肯定的評価

80% 81% 84% 105% A

・児童アンケートの結果，８４％だった。
・縦割り班での掃除活動では，月始めに掃除分担を決めて，協力して取り
組んでおり，定着してきた。縦割り班ランチタイムとロング休憩を１回ず
つ行い，６年生を中心に縦割り班遊びを実施した。また，運動会でも今年
度から縦割り班競技を取り入れ，協力してゴールまで班のみんなで走る姿
があった。さらに，児童会が主催して全校遊び（カープおにご，縦割り班
別全校ドッジボール大会）を行い，みんなで楽しむことができた。

〇

・一人一人が主役になる活動を通じて，どんなこ
とでも役に立つという意識を芽生えさせることが
出来れば良いように思う。
・縦割り班に挑戦したことは大変だったと思う
が，そこから生まれる子ども達の良さ，優しさ，
気遣い等，本当に感動することが沢山見られたこ
とと思う。学力に関係なく，下学年の世話をする
機会が多い高学年の子どもが，大きく成長してい
るものと思われる。
・異学年交流の成果が出ている場面を見かけるこ
とが増えている。学校は楽しいことにつながると
思う。

・縦割り班活動としてのロング休憩遊びを月に２
回行うとともに，児童会を中心とした自律的な活
動になるように指導する。
・児童会のみならず，委員会活動や各クラスの係
活動との関連を図る中で，つながりを深めさせ
る。

・自己肯定感に係る児童
アンケート肯定的評価

85% 83% 79% 93% B

・児童アンケートの結果，７９％だった。
・児童会の児童が企画・実行して，10月に「ハッピーツリーの木」の取
組と，向東中学校の生徒会から学んだことをもとに，２月にいじめを無く
すための劇を全校に伝えることができた。しかし，各クラスには自分にい
いところがないという否定的な自己評価をした児童が数名いる。自己肯定
感が低い児童は固定化されており，個に応じた支援や指導が必要である。
また，児童アンケートの結果を十分に活用することができていなかった。

〇

・チーム学校で，さまざまな観点からの取り組み
を期待する。
・中学生と交流を始めたことは，素晴らしいこと
である。高学年は，低学年の前で良い手本になろ
うと，自分の良さを出して一生懸命頑張ると思
う。
・「いじめ」を題材にしたものを学び，各クラス
に広める活動はすごいと思う。今は自己肯定感を
持てなくてもこのような活動をを継続していれ
ば，素直に自分を表現できるようになってくると
信じたい。

・児童アンケートの結果を分析し，個に応じた指
導に生かす。
・児童アンケートだけではなく，児童の作文等の
状況から肯定的評価をする場面を共有して声かけ
等を増やす。

体力・運動能力を高め
る。

保健体育部
・５０メートル走の強化
（外部講師の活用と継続指導）

・５０ｍ走で次年度の学
年の県平均を超した児童
（年３回計測）

３７％ 31% 45% 122% A

・２月時点での，５０ｍ走で次年度の学年の県平均（平成２９年度）を越
した児童の割合は45.1%で目標値を達成することができた。
・今年度は，第４・６学年で，中学校教員による走り方教室を実施し，よ
り専門性の高い授業を行った。
・課題は，個人や学年によって大きく差が出ていることが挙げられる。ま
た，児童への走り方の指導ももちろんだが，教職員に対しての研修をもっ
と時間を取って行う必要があった。

〇

・小中連携が積極的に推進できるような環境を整
えるためにも，教育委員会事務局にお願いして推
進体制を整えることが出来れば良いように思う。
・中学校の体育の先生から専門的な指導をしてい
ただき，「感動し」「やって見たくなり」「どん
どん挑戦する」という良いサイクルが生まれたと
思う。また，子どもの頑張りを具体的にほめるこ
とで，ほめられて育つ楽しさが分かる子どもに成
長してもらいたい。
・自己肯定感が低い子にどう応じていくか，友達
からの声かけも大きな影響を与えると思う。

・今年度実施した中学校の教員による専門性の高
い授業を来年度も継続して行う。また，学校全体
として統一した指導が行われるよう，今後研修を
計画する。
・継続して行っている向東っ子体操の見直しを行
い，児童の課題に合わせた内容に改善する。
・休憩時間の遊びの中で体力の向上を図ることが
できるよう，遊びの場を設定する。

自立した生活習慣を身に
つける。

保健体育部 ・早寝・早起きの確立

・生活チェックを年３回
（６月･10月･１月）行
い，「すっきり目覚め
た」が４日以上の割合

５０％ 23％ 55% 110% A

・１月の生活チェックで「すっきり目覚めた」児童の割合は，55.1％で
目標値を達成することができた。
・児童の振り返りでは，自分の生活を見直し，改善しようというコメント
が多く見られ，自分の生活習慣を見直すきっかけにすることができた。
・課題は，個人，学年によって大きく差が出ていることが挙げられる。ま
た，家庭との連携が不可欠なので，連携の仕方を工夫する必要がある。
（現在は，学年だより，保健だよりで伝えたり，学級懇談会で説明したり
して伝えている。）

〇

・子どもたちの課題は，そのまま保護者の課題だ
と思うので，ＰＴＡとしっかり連携し，子どもた
ちの未来を切り拓いて欲しい。
・ほとんどの子どもが「すっきり目覚めた」との
回答は，本当に素晴らしい。家庭との連携は，か
なり難しいものがあると思われるが，先生達は，
子どものことを思ってやっているので，ここは，
みんなで頑張ってほしい。保健便り，学級懇談等
をフルに活用して，保護者への啓蒙を図っている
とのこと，良い取組だと思う。

・4月，6月，9月，11月，1月を定点として，
保護者啓発および児童の指導を行う。
・養護教諭や栄養教諭と連携した学級指導を全学
級行い，生活習慣に対する児童の意識を高め，生
活リズムを整える児童の力を伸ばす。

・学校支援ボランティアと連携
した多様な学びの場の創出

・地域への愛着に関する児童アン
ケート(5･6年）における年度初め

との比較（4月）

　
「年度当初の数値89.7％
を基準（100）とする」
（9月修正）

＋５ポイ
ント

89.7％

＋2.2
ポイント
（５・６

年）

ー

ー

92%

ー

102%

A

・「自分の住んでいる地域が好き」の項目が２．3％アップし，年間目標
を102％達成した。
・学習支援ボランティアの方に勉強を教えてもらう中で，地域の方との関
わりを実感させることができた。
・ありがとうの会に向けての準備を進めていく中で，地域の方への感謝の
気持ちを振り返る時間をもつことができた。

〇

・地域がすべてを担うのではなく，子どもたちに
も考えさせ，役割を与えて，じっと見守りながら
進めていくことも必要だと思う。
・この地域での居住が，安全・安心そして，自己
活力の源になれば良いと思う。知らない人では安
心は出来ないので，学習支援ボランティア等との
活動を通して，地域の方とのつながりを深めてい
き，より安全・安心の心を育んでいく。そうする
ことで地域への感謝の気持ちや地域貢献の気持ち
も醸成されていくと思われる。以前には，日本に
存在していたその地域のコミュニティの良いとこ
ろを取り出していきたいものである。

・道徳，総合との関連の中で地域に焦点を当てた
実践を各学年実施する。
・学校生活全体を通して,人との関わりを直接感じ
られるような体験的な取り組みを考える。

・HP，学校便り，CS便り，学
年便り等による積極的な情報発
信

・学校運営協議会，保護
者アンケートによる肯定
的評価

80% 91% 93% 116% A

・保護者アンケート調査によると，概ね，肯定的評価は８０％を超えてい
る。縦割り班活動や，地域のボランティアの方々に関わっていただいてい
る活動については，保護者も肯定的に捉えている。
・HPや各種通信等による情報発信については，学年間の取組に差がある
ことや実際に役立つ情報として早期に提供できていない。

〇

・保護者が関われることはしっかりと関わりなが
ら，本来の地域の位置づけを見失わないように推
進することが必要だと思う。
・学校運営協議会は，学校がミッションステート
メントを目標にしながら，日々努力していく姿を
熱意を持って見守ることが大切であると思ってい
る。人も地域も急には変わらない。しかし，意図
的，計画的に少しずつ改善していくことが大切で
あると考える。

・学年だよりの月2回発行を原則とし，単なる案
内ではなく，児童の状況を的確に保護者に伝える
ものに内容を改善する。
・HP更新の進捗状況を，連絡黒板で見える化す
る。

○家庭・地域と協
働し児童の豊かな
心を育みます。

信

i

評

価
j 結果と課題の説明

８５％
２％

49.6

・単元末及び学期末テス
トにおける国語及び算数
の通過率
　各6５%以上
　各30％未満

・標準学力調査の同集団
における昨年度偏差値と
の比較
　「年度当初の数値49.6
を基準（100）とする」
（9月修正）

h

達

成

度

研究部

○文化の発信基地
となり地域の発展
に寄与します。

○教職員が日々成
長するよう行動し

ます

○家庭・地域と協
働し児童の学力を
伸ばします。

体

○家庭・地域と協
働し社会で自立で
きる児童を育成し
ます。

知

徳

規範意識を高める。 生徒指導部

児童の自己肯定感を高め
る。

生徒指導部

m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ
d 目標達成のための方策 e 評価指標

f

目

標

値

k 二次評価

l コメント
c 短期経営目標

基礎学力を向上させる。 教務部

主体的な学びを推進す
る。

a 　ビジョン
○「知・徳・体」のバランスの取れた児童を育てる学校
○「コミュニティ・スクール」としての使命感溢れる学校「地域は学校のために
　学校は地域のために」

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標

・学力調査の課題を解決する単
元開発（カリキュラムマネジメ
ント）

コミュニティスクールと
しての実践を通して，保
護者・地域からの信頼を
獲得する。

研究部
（総務部）

平成 ２9　年度　学校評価表　

学校教育目標 「伸びる　素直で　元気な　向東っ子」

a 　ミッション
夢と志を抱き，グローバル社会を生き抜く向東っ子の育成
「信頼され信頼に応える向東小学校教育の創造」

・異学年交流活動の多様な展開

様式1


